
 





令和７年度 児童生徒体力つくり推進計画書（中学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

 

                                              学 校 名   勝山市立勝山北部中学校    

 

 

 

 

 ＜本校の体力向上の取組みについて＞ 

〇昨年度の体力テストでは、学年男女別9種目（全54種目）のうち全国平均より上回っていた種

目は17種目だけであった。その中でも持久力は平均との差が大きかった。持久力向上のため

、体育の授業ではウォーミングアップでしっかり走らせるほか、部活動の中でもランニング

を積極的に取り入れる。冬季には、校内ランニングに取り組み、各部活動が目標とする周回

数を設定し、みんなで持久力の向上を目指す雰囲気づくりを行う。 

〇授業では、運動領域や種目の特性、学年の発達段階に応じた学習資料(ICT機器や学習カード)

を準備し、一人ひとりが自分の能力に合う課題や目標を設定することで、課題をクリアした

際の達成感や自分なりの運動の楽しさが味わえるようにする。 

〇グループ学習やペア学習で、互いの動きを見合ったり、技術的なポイントを助言し合ったり

するような学び合いの場を設定する。その際に、動画を活用したり、伝え方の例示や基本的

な知識、技能を示す手立てをとったりする。この場の設定は、スポーツの要素の一つ「知る

」につながると考える。 

 

＜生徒の運動習慣の育成について＞ 

〇学校行事と組み合わせて保健体育の授業を行うことで、活動意欲を高めたり、仲間と協力や

団結する姿勢を養ったりする。その意欲や姿勢はその後の運動習慣につながると考える。 

（組み合わせの具体例） 

・マラソン大会と陸上競技の⾧距離走。ペース配分や呼吸法、腕振りなどの技術指導だけでな

く、ロードを走ることの楽しさを味わわせる。 

・体育大会と陸上競技のリレー。バトンパスなどの技術指導の他、チームで話し合い改善を目

指そうとする姿勢を養う。 

・スキー教室と体の動きを高める運動。スキー場をもつ市の学校として、スキー学習を行い、

生涯スポーツの一つとなるようにしてスキー技能を高める。 

〇生徒会体育委員会が、企画・運営し、楽しく運動ができる場を設け「する」「見る」「支え

る」といった運動習慣につなげる。 

（活動の例） 

・学級活動の時間を使った、クラス対抗スポーツ大会。 

・昼休みの時間を使って行う運動の要素を取り入れた遊び、チャレンジランキングなど。 

 

体力の向上と表現力（自信もって発信する力）の育成を目指して 



 

＜その他＞ 

〇保健分野では、単元の学習に合わせ、積極的に外部講師や養護教諭と連携してより専門的な

指導を行う。それによって生涯を通じて健康で安全な生活を送りたいという意識を高める。 

（活用の例） 

・医師による「生活習慣病」や「性感染症」の指導。 

・養護教諭による「感染症に関する指導」。 

・消防署員による救命救急法演習。 

 


